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海岸名 三陸南沿岸 陸前高田海岸 高田地区海岸
海岸線延長 1,856m
海岸保全区域面積 824,802m2
被災前防護水準 計画津波高さ　T.P.(※1)+5.50m
所管・管理者 水管理・国土保全局・岩手県
位置 陸前高田市米崎町沼田～気仙町砂盛

　H23.3.11 東日本大震災に伴う大津波により、海
岸防潮堤が倒壊・流失し、市庁舎を含む中心市街地
は壊滅し、主要動線となる道路（国道45号）、鉄道
（JR 大船渡線）の被害も甚大であった。
　なお、海岸付近での津波痕跡（岩手県調査）は、
最大痕跡高T.P.＋17.0m（岩手県調査）と、施設防
護水準（T.P.+5.5m）を大きく超える津波であった
ことが確認された。
　海岸保全施設としては、地震に伴う地盤沈下（約
1m）及び液状化が発生し、防潮堤（第一線堤、第二
線堤）は、ほぼ全壊した。また、海岸防護林である
松原・砂浜も消失、後退した。

※1　T.P.とは、全国の標
高の基準となる海水面の高
さである。東京湾の平均潮
位をもとに定められてお
り、「東京湾中等潮位」と
も呼ばれる。

　高田地区海岸の背後には、陸前高田市役所・県立高田病院等を含めた市街地、国道45号、JR大船渡線陸前
高田駅など陸前高田市の中心市街地が立地していた。西の唐桑半島と東の広田半島に挟まれた広田湾の北奥
に広がる小さな平野である。
　また、第一線堤と第二線提の間には高田松原、第１線堤の海側には砂浜（高田松原海水浴場）が広がって
おり、白砂青松の景勝地(※2)であった。平成21年には約104万人の観光客が訪れた。

　海岸保全施設として
は、第二線提
（T.P.+5.5m）1,871m、
第一線堤（T.P.+3.0m）
1,982m、人工リーフ
400m×3基、浜田川水門
などが整備済みであっ
た。

海岸保全区域
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◆高田地区海岸の概要

◆背後地の状況

※2 高田松原及び砂浜は、明治時代には日
本百選（1927年）に選ばれたのをはじめとし
て、国指定文化財（1940年）、都市公園
（1958年）、新日本百景（1958年）、陸中海
岸国立公園（1964年）、日本の名松百選
（1983年）、森林浴の森百選（1986年）、白
砂青松百選（1987年）、海と緑の健康地域
（1996年）、日本の渚百選（1996年）などの
指定や選定を受けてきた。

◆被災状況

第二線提

第一線提

被災前航空写真（H22.3.14）

被災後航空写真（H23.3.29）

高田松原と砂浜 砂浜利用状況
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●H23.7.8付海岸関係省庁通知に基づき、以下の手順で計画堤防高を設定した。
　①過去に発生した津波の中から設計対象津波を選定。
　②せり上がりを考慮した津波の水位を算出し、設計津波の水位を算定。
　③余裕高1.0mを加えた高さを新計画堤防高として設定。
●「岩手県津波防災技術専門委員会」での審議を経て、広田湾では新計画堤防高
をT.P.+12.5mと設定し、高田海岸の第二線堤を嵩上げするとともに、気仙川は水
門方式で対応する方針。
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T.P.+5.5m

横断図位置

堤防位置平面図案

約
100m

気仙川

古川沼

背面盛土（予定）

第二線堤第二線堤第二線堤第二線堤

【設計対象津波の選定】

海岸堤防標準横断図案（全体）

◆計画堤防高の設定

◆岩手県の津波対策の考え方

●「頻度の高い津波」に対しては、海岸堤防により、人命・財産や種々の産業・経済活動、
国土を守ることが目標
●「最大クラスの津波」に対しては、住民の避難を軸に、土地利用、避難施設の整備などソ
フト・ハードを総動員する「多重防御」の考え方で減災。

頻度の高い津波頻度の高い津波頻度の高い津波頻度の高い津波
●最大クラスの津波に比べて発生頻
度は高い（数十年～百数十年）
●住民の生命を守ることに加え、住
民財産の保護、地域の経済活動の安
定化などの観点から引き続き、比較
的頻度の高い津波に対して海岸堤防
の整備を進めることが目標

最大クラスの津波最大クラスの津波最大クラスの津波最大クラスの津波
●発生頻度は低い
●施設整備に必要な費用や、海岸の環境や利用に及ぼす影響等
の観点から、整備の対照とする津波高さを大幅に高くすること
は非現実的

●住民の生命を守ることを最優先として、住民の避難を軸に、

土地利用、避難施設、防災施設などを組合せ

●海岸堤防については、施設に過度に依存した防災対策には限

界があることを認識しつつ、低頻度ではあるが大規模な外力に

対しても粘り強さを発揮する構造を検討

◆復旧イメージ
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気仙川水門

 

第一線堤

海岸堤防標準横断図(案)  第二線堤

注）海岸防潮堤の図は、現在検討中のものであり、現

在、工事進捗と並行して設計を進めているところである。
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